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(
1
)
書
誌
情
報

全
五
百
二
十
六
簡
（
完
整
簡
四
百
九
十
四
簡
、
残
簡
三
十
二
簡
）
。

両
端
は
平
斉
。
簡
長
は
約
三
十
一

Cm
。
三
道
編
綾
。
第
一
簡
（
首

簡
）
の
背
面
に
「
二
年
律
令
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
一

『
二
年
律
令
』
（
に
ね
ん
り
つ
れ
い
・
に
ね
ん
り
つ
り
ょ
う

本
稿
は
、
張
家
山
漢
簡
の
主
要
六
文
献
（
『
二
年
律
令
』
『
奏
諏

書
』
『
脈
書
』
『
引
書
』
『
算
数
書
』
『
蓋
麿
』
）
の
解
題
で
あ
り
、

主
に
各
文
献
の
書
誌
情
報
と
概
要
と
を
記
す
。
書
誌
情
報
は
『
張

家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』
（
文
物
出
版
社
、
二

0
0
一
年

十
一
月
。
以
下
、
『
張
家
山
』
と
略
記
）
に
依
拠
し
、
概
要
は
こ
れ

ま
で
の
諸
研
究
を
参
考
に
、
最
新
の
情
報
も
加
え
て
作
成
し
た
。

な
お
、
『
張
家
山
』
の
掲
載
順
と
は
異
な
る
が
、
『
脈
書
』
と
『
引

書
』
と
は
共
に
医
学
関
連
書
で
あ
る
た
め
、
続
け
て
解
説
を
施
す

こ
と
と
す
る
。 第

部

張
家
山
漢
簡
解
題

に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
呂
后
二
年
（
前
八
六
年
）
を

指
す
と
す
る
見
方
が
有
力
視
さ
れ
る
。
ま
た
、
第
八
十
一
簡
「
盗

律
」
の
下
部
に
「
鄭
択
書
」
（
鄭
択
書
す
）
と
、
書
写
人
の
名
称
と

思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

な
お
、
『
張
家
山
』
釈
文
公
開
後
、
赤
外
線
技
術
を
用
い
て
再
度

文
字
の
判
読
が
行
わ
れ
、
新
た
に
竹
簡
十
四
枚
が
追
加
公
開
さ
れ

た
。
（
影
浩
•
陳
偉
·
工
藤
元
男
主
編
『
二
年
律
令
与
奏
諏
書
ー
張

家
山
二
四
七
号
漢
墓
出
土
法
律
文
献
釈
読
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
0
0
七
年
。
詳
細
は
、
「
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕
』

解
説
」
序
言
、
及
び
第
二
部
参
照
。
）

(
2
)
概
要

本
書
は
、
前
漢
初
期
の
法
令
集
で
あ
り
、
「
盗
律
」
「
賊
律
」
等

の
二
十
七
種
の
律
と
、
一
種
の
令
（
「
津
関
令
」
）
よ
り
な
る
。
律

令
の
内
容
は
社
会
・
政
治
・
経
済
等
、
多
方
面
に
及
ん
で
お
り
、

そ
の
主
な
も
の
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
犯
罪
に
関
わ
る
法
令
に
は
、
窃
盗
に
関
す
る
処
罰
を
規

定
し
た
「
盗
律
」
、
傷
害
・
殺
人
・
謀
反
等
の
罪
を
規
定
し
た
「
賊

金

城

未

来

(81) 



律
」
、
匪
告
に
関
す
る
「
告
律
」
等
が
あ
る
。

ま
た
、
爵
位
に
関
す
る
規
定
に
は
、
爵
の
授
与
を
定
め
た
「
爵

律
」
、
爵
位
に
応
じ
た
田
地
の
支
給
を
規
定
し
た
「
戸
律
」
、
有
爵
者

の
後
継
ぎ
に
関
す
る
「
置
後
律
」
等
が
見
え
る
。

さ
ら
に
、
職
業
上
の
規
定
を
記
し
た
も
の
と
し
て
は
、
官
職
ご

と
の
秩
禄
を
定
め
た
「
秩
律
」
、
吏
の
規
定
を
記
し
た
「
置
吏
律
」
、

史
・
ト
・
祝
に
関
す
る
「
史
律
」
、
国
家
に
仕
え
る
エ
匠
の
係
役
を
定

め
た
「
復
律
」
、
農
民
の
田
地
に
関
わ
る
「
田
律
」
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

市
場
の
規
定
を
記
し
た
「
口
市
律
」
（
口
の
文
字
は
未
詳
）
、
貨

幣
や
黄
金
に
関
す
る
「
銭
律
」
は
、
当
時
の
経
済
生
活
と
関
わ
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
駅
伝
施
設
に
お
け
る
食
糧
の
支
給
を
定
め

た
「
伝
食
律
」
や
、
郵
便
上
の
規
定
を
記
し
た
「
行
書
律
」
は
、
当

時
の
駅
伝
制
度
や
郵
便
制
度
を
窺
う
上
で
も
興
味
深
い
史
料
で
あ

る
。
『
二
年
律
令
』
に
は
、
他
に
も
、
実
に
多
様
な
法
令
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。

『
二
年
律
令
』
は
、
居
延
漢
簡
や
敦
煙
漢
簡
と
共
に
、
漢
代
の

法
律
制
度
を
窺
う
上
で
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
書
に
記
さ
れ
る
法
令
中
に
は
、
睡
虎
地
秦
簡
•
龍
岡
秦
簡
等
の

秦
律
や
、
唐
律
と
類
似
す
る
規
定
も
多
い
。
即
ち
、
本
書
は
、
漢

律
研
究
の
み
な
ら
ず
、
秦
律
か
ら
漢
律
を
経
て
、
唐
律
に
至
る
ま

で
の
法
制
史
の
継
承
•
発
展
の
過
程
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な
文

献
で
あ
る
と
言
え
る
。

(
1
)
書
誌
情
報

全
二
百
二
十
八
簡
（
完
整
簡
二
百
二
十
六
簡
、
残
簡
二
簡
）
。

両
端
は
平
斉
。
簡
長
は
二
十
八
．
六

S
三
十
.
-
c
m
。
三
道
編
餞
°

第
二
百
二
十
八
簡
（
末
簡
）
の
背
面
に
「
奏
諏
書
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
(
2
)
概
要

本
書
は
、
裁
判
の
審
理
記
録
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、
二
十
二

の
案
例
よ
り
な
る
。
い
ず
れ
も
裁
決
が
困
難
な
案
件
が
取
り
上
げ

ら
れ
、
告
訴
か
ら
判
決
に
至
る
ま
で
の
過
程
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

案
例
に
は
、
春
秋
時
代
や
、
秦
王
政
の
治
世
下
の
も
の
が
含
ま

れ
る
が
、
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
漢
の
高
祖
期
の
案
例
で
あ
る
。

審
理
内
容
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
県
令
に
よ
る
官
有
穀
物
の

横
領
、
吏
に
よ
る
公
文
書
偽
造
や
官
有
奴
隷
の
致
死
事
件
、
戦
時

に
お
け
る
奴
隷
の
逃
亡
、
逃
亡
奴
隷
の
隠
蔽
や
逃
亡
奴
隷
と
の
結

婚
、
敵
前
逃
亡
に
関
す
る
処
罰
等
、
多
岐
に
渡
る
。
本
書
に
は
、

県
令
や
吏
等
の
役
人
の
犯
罪
が
見
え
る
一
方
で
、
奴
隷
等
の
社
会

的
低
階
層
の
人
々
に
関
す
る
犯
罪
も
多
く
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
、
通
常
は
歴
史
記
録
に
残
る
こ
と
の
な
い
比
較
的
小
さ
な

『
奏
諏
書
』
（
そ
う
げ
つ
し
よ
•
そ
う
げ
ん
し
ょ

(82) 



事
件
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
前
漢
初
期

に
お
け
る
社
会
実
情
の
一
端
を
映
し
出
す
生
々
し
い
史
料
で
あ
る

と
言
え
る
。
ま
た
、
『
奏
識
書
』
は
、
解
決
困
難
な
審
議
を
上
級
機

関
に
上
申
す
る
際
の
書
式
の
見
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
お
り
、
類
似
す
る
文
献
に
は
、
睡
虎
地
秦
簡
『
封
診
式
』
が
あ
る
。

本
書
の
中
に
は
秦
王
政
の
治
世
に
お
け
る
案
件
が
数
件
含
ま
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
漢
制
が
秦
制
を
承
け
て
成
立
し
た
こ
と
と
も

関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
春
秋
時
代
の
案
件
二
例
が
含
ま
れ
て
い
る
点
も
本
書

の
特
色
で
あ
る
。
―
つ
は
、
衛
の
史
猷
が
料
理
人
の
無
罪
を
証
明

す
る
内
容
で
あ
り
、
『
韓
非
子
』
内
儲
説
下
篇
に
も
類
似
の
故
事
が

見
え
る
。
も
う
―
つ
は
、
魯
の
柳
下
恵
と
魯
君
と
の
窃
盗
事
件
を

め
ぐ
る
や
り
と
り
で
あ
る
。
前
漢
初
期
に
は
、
『
春
秋
』
に
示
さ
れ

る
評
価
を
基
準
に
判
決
を
下
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
の
史
料
も
同
様
の
役
割
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る。
『
奏
諏
書
』
は
、
前
漢
初
期
の
裁
判
記
録
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
か

ら
は
裁
判
制
度
の
み
な
ら
ず
、
官
僚
機
構
、
奴
隷
制
度
等
、
実
に
多

様
な
漢
代
社
会
の
実
相
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
う
し
た
意

味
で
も
、
本
書
は
高
い
史
料
的
価
値
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

①
で
は
、
身
体
の
各
部
位
（
頭
・
目
等
）
と
そ
こ
に
発
症
す
る

疾
病
（
六
十
余
種
）
が
、
概
ね
頭
部
よ
り
下
肢
へ
と
順
に
記
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
冒
頭
部
に
は
「
病
在
頭
、
農
（
膿
）
為
統
、

把
為
禿
、
養
（
廣
）
為
需
」
と
あ
り
、
疾
病
の
生
じ
る
部
位
（
「
頭
」
）
、

症
状
（
「
膿
」
「
花
」
「
激
」
）
、
病
名
（
「
統
」
「
禿
」
「
需
」
）
が
記

さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
病
名
の
中
に
は
、
馬
王
堆
吊
書
『
五

十
二
病
方
』
と
一
致
‘
或
い
は
類
似
す
る
も
の
も
見
え
る
。

②
で
は
、
体
内
を
め
ぐ
る
脈
の
種
類
（
陽
脈
六
種
と
陰
脈
五
種
）

③ ② ① 

『
脈
書
』
（
み
ゃ
く
し
ょ
）

(
1
)
書
誌
情
報

全
六
十
六
簡
（
完
整
簡
六
十
四
簡
、
残
簡
二
簡
）
。
両
端
は
平
斉
。

簡
長
は
三
十
四
．
二

S
三
十
四
．
六

cm
。
三
道
編
綾
。
第
一
簡
（
首

簡
）
の
背
面
に
「
脈
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
概
要

本
書
は
、
疾
病
の
診
断
法
・
治
療
法
を
説
く
医
学
書
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
お
よ
そ
次
の
三
段
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
種
疾
病
の
名
称

経
脈
、
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
疾
病

様
々
な
病
状
と
そ
の
対
処
法
等
に
つ
い
て
の
雑
記

(83) 



(
1
)
書
誌
情
報

全
百
十
二
簡
（
完
整
簡
百
八
簡
、
残
簡
四
簡
）
。
両
端
は
平
斉
。

『
引
書
』
（
い
ん
し
ょ

と
そ
こ
に
生
じ
る
疾
病
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分

は
、
馬
王
堆
吊
書
『
陰
陽
十
一
脈
灸
経
』
甲
本
・
乙
本
と
多
く
の

重
複
部
分
を
持
ち
、
字
句
に
多
少
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
両
者

は
基
本
的
に
同
一
の
資
料
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
『
霊

枢
』
経
脈
篇
と
一
部
重
な
る
箇
所
も
見
え
、
『
霊
枢
』
の
素
材
の
一

つ
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

③
で
は
、
死
に
至
る
症
状
と
そ
の
対
処
法
、
骨
•
筋
•
血
・
脈
・

肉
・
気
の
六
者
と
疾
病
と
の
関
係
、
脈
に
よ
る
診
断
方
法
と
そ
の

治
療
法
等
、
多
様
な
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
部
分

は
、
馬
王
堆
吊
書
『
脈
法
』
『
陰
陽
脈
死
候
』
と
多
く
の
重
複
箇
所

を
持
つ
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
馬
王
堆
吊
書
中
の
医
学
関
連
文
献
と

重
複
す
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
前
漢
初
期
に
こ
れ
ら
の

医
学
書
が
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
脈
書
』
を
含
む

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
前
漢
初
期
に
お
け
る
医
学
を
解
明
す
る
上
で
、

価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

①
で
は
、
四
季
の
変
化
に
従
う
こ
と
が
影
祖
の
長
寿
の
秘
訣
で

あ
る
と
し
、
以
下
、
四
季
に
応
じ
た
養
生
法
を
説
く
。
そ
の
具
体

的
内
容
は
、
起
床
・
沐
浴
・
飲
食
等
の
生
活
習
慣
に
関
わ
る
も
の

で
、
各
季
節
に
適
し
た
生
活
を
送
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
同
様
の
養
生
論
は
、
『
素
問
』
四
気
調
神
大
論
篇
に
も
見
え

る。
②
で
は
、
導
引
術
の
各
術
式
と
、
導
引
術
を
用
い
た
疾
病
へ
の

対
処
法
が
説
か
れ
て
い
る
。
前
半
部
で
は
、
導
引
術
に
お
け
る
各

術
式
四
十
一
種
の
名
称
（
竹
簡
破
損
の
た
め
名
称
不
明
の
も
の
も

含
む
）
、
そ
の
具
体
的
な
動
作
、
そ
れ
を
行
う
回
数
等
が
記
さ
れ
る
。

ま
た
後
半
部
で
は
、
様
々
な
疾
病
に
対
し
、
導
引
術
を
用
い
た
治

③ ② ① 

簡
長
は
三
十

S
三
十
．
五

cm
。
三
道
編
綾
。
第

背
面
に
「
引
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
概
要

本
書
は
、
養
生
と
導
引
に
関
す
る
書
で
あ
り
、

医
学
書
に
属
す
る
。
そ
の
形
式
及
び
内
容
か
ら
、

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

簡
（
首
簡
）

の

広
い
意
味
で
の

次
の
三
段
に
分

四
季
に
応
じ
た
養
生
法

導
引
術
の
術
式
、
及
び
そ
れ
を
用
い
た
疾
病
の
治
療
法

導
引
と
養
生
の
理
論

(84) 



療
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

③
で
は
、
疾
病
の
原
因
・
予
防
に
関
す
る
養
生
理
論
が
示
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
中
に
は
『
老
子
』
と
類
似
す
る
一
文
も
見
え
る
。

嘗
て
馬
王
堆
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
『
導
引
図
』
に
は
、
導
引
術

に
お
け
る
各
術
式
の
名
称
と
、
そ
の
姿
勢
を
表
し
た
絵
図
と
が
記

さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
『
導
引
図
』
に
は
文
字
に
よ
る
説
明
は
な

く
、
動
作
の
詳
細
や
導
引
の
理
論
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
『
引
書
』
に
は
、
絵
図
は
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
各
術
式
の
動
作
の
過
程
が
文
字
で
説
明
さ
れ
て
お
り
、
動
作

の
連
続
性
が
分
か
る
。
両
文
献
中
に
は
類
似
、
或
い
は
共
通
す
る

術
式
も
見
え
る
が
、
共
通
す
る
名
称
で
あ
っ
て
も
、
異
な
る
動
作

を
指
す
場
合
が
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
。

馬
王
堆
吊
書
『
導
引
図
』
に
続
く
『
引
書
』
の
発
見
は
、
導
引

技
法
に
関
す
る
新
し
い
知
見
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
こ
う
し
た

導
引
術
が
前
漢
初
期
に
お
い
て
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。

『
算
数
書
』
（
さ
ん
す
う
し
ょ
）

(
1
)
書
誌
情
報

全
百
九
十
簡
（
完
整
簡
百
八
十
三
簡
、
残
簡
七
簡
）
。
両
端
は
平

斉
。
簡
長
は
二
十
九
．
六

S
三
十
．
ニ

cm
。
三
道
編
錢
。
第
六
簡

背
面
に
「
算
数
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
竹
簡
に
は
、
そ

の
最
下
部
に
「
楊
」
「
王
」
等
の
書
写
者
、
或
い
は
校
訂
者
の
名
称

と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
る
。

(
2
)
概
要

本
書
は
、
多
く
の
計
算
問
題
を
記
し
た
数
学
書
で
、
「
相
乗
」
「
分

乗
」
等
、
六
十
九
の
算
題
か
ら
な
る
。
各
算
題
は
主
に
、
算
題
名
・

問
題
文
・
解
答
・
計
算
方
法
の
説
明
、
以
上
の
四
部
分
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

算
題
の
内
容
は
、
算
術
・
幾
何
•
代
数
の
部
門
を
広
く
包
括
し

て
お
り
、
分
数
の
増
減
や
乗
法
に
関
す
る
計
算
、
図
形
の
面
積
や

体
積
の
求
め
方
、
各
種
の
比
例
問
題
等
が
記
載
さ
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
穀
類
（
粟
・
米
）
の
換
算
方
法
を
記
し
た
「
粟

求
米
」
題
、
利
息
に
関
す
る
「
息
銭
」
題
、
毛
皮
に
か
か
る
関
税

を
求
め
る
「
狐
出
関
」
題
、
田
地
の
課
税
に
つ
い
て
の
「
税
田
」

題
等
、
実
生
活
に
関
わ
る
計
算
問
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、

「
除
」
題
は
墳
墓
造
営
時
に
お
け
る
採
土
量
を
計
算
す
る
た
め
の

算
題
、
ま
た
「
飲
漆
」
題
は
納
税
さ
れ
た
漆
の
検
査
に
用
い
ら
れ

た
算
題
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
概
ね
実

用
的
な
計
算
法
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
に

加
え
、
墓
主
が
下
級
官
吏
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
書
は
、
官
吏
が
実
務
上
様
々
な
計
算
を
行
う
際
に
使
用
し
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た
指
南
書
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
れ
ま
で
現
存
最
古
の
数
学
書
と
し
て
は
『
九
章
算
術
』
が
知

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
成
書
時
期
に
つ
い
て
は
、
前
漢
中
期
説
か
ら

後
漢
初
期
説
ま
で
諸
説
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
漢
初
期

の
写
本
で
あ
る
『
算
数
書
』
は
、
そ
れ
を
渕
る
数
学
書
と
な
っ
た
。

『
算
数
書
』
中
の
算
題
は
、
『
九
章
算
術
』
と
多
く
類
似
し
て
お
り
、

中
に
は
「
少
広
」
の
よ
う
に
、
同
一
の
名
称
も
見
え
る
。
従
っ
て
、

『
九
章
算
術
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
、
本
書
は
重
要
な
意
義

を
持
つ
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
算
数
書
』
は
、
中
国
古
代
に
お
け
る
数
学
の
体

系
や
発
達
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ

て
い
る
算
題
を
通
し
て
、
税
制
や
田
制
等
、
当
時
の
経
済
社
会
の

状
況
を
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
1
)
書
誌
情
報

全
五
十
五
簡
（
完
整
簡
五
十
四
簡
、
残
簡
一
簡
）
。
両
端
は
平
斉
。

簡
長
は
三
十

S
三
十
．
五
Cm
。
三
道
編
綾
。
第
五
十
五
簡
（
末
簡
）

背
面
に
「
蓋
麿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
概
要

『
蓋
暦
』
（
が
い
ろ
•
こ
う
ろ
）

本
書
は
、
春
秋
末
の
呉
王
閾
麿
（
「
閾
間
」
と
も
表
記
）
と
伍
子

脊
の
問
答
形
式
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、
一
種
の
兵
法
書
で
あ
る
。

主
と
し
て
伍
子
晋
の
兵
法
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
一
部
、

兵
陰
陽
家
に
属
す
る
用
兵
法
が
見
え
る
。

竹
簡
の
形
式
、
及
び
そ
の
内
容
か
ら
、
『
蓋
麿
』
は
全
体
を
九

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
内
容
は
以
下
の
通
り
。

第
一
第
二
第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

天
下
統
治
に
つ
い
て
（
総
論
）

「
天
之
時
」
に
つ
い
て

布
陣
法

兵
陰
陽
家
の
用
兵
法

兵
陰
陽
家
の
用
兵
法

敵
情
の
観
察
と
攻
撃
方
法

敵
軍
と
対
峙
後
の
対
処
法

国
内
に
お
け
る
攻
撃
対
象

国
外
に
お
け
る
攻
撃
対
象

第
一
章
は
、
軍
事
の
み
な
ら
ず
、
広
く
天
下
統
治
に
言
及
す
る

総
論
的
な
性
格
を
備
え
た
章
で
あ
る
。
第
二
章
以
下
は
各
論
で
あ

り
、
個
別
の
軍
事
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
第
二
章
•
第
四
章
·

第
五
章
で
は
、
兵
陰
陽
家
の
思
想
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
主
に

陰
陽
•
日
月
•
四
時
•
五
行
に
基
づ
く
用
兵
法
が
示
さ
れ
る
。
第
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三
章
は
布
陣
法
を
説
き
、
第
六
章
•
第
七
章
で
は
、
戦
場
に
お
け

る
敵
軍
へ
の
対
処
法
を
記
す
。
こ
の
部
分
は
、
『
孫
子
』
等
に
も
類

似
の
論
が
見
え
、
兵
権
謀
家
の
用
兵
法
と
の
関
連
性
が
指
摘
で
き

る
。
第
八
章
•
第
九
章
で
は
、
民
を
救
い
、
乱
を
治
め
る
手
段
と

し
て
兵
（
軍
事
）
を
位
置
づ
け
た
上
で
、
国
内
外
の
攻
撃
対
象
を

列
挙
す
る
等
、
軍
事
に
対
す
る
本
書
の
基
本
姿
勢
も
垣
間
見
え
る
。

兵
陰
陽
家
の
用
兵
法
に
つ
い
て
は
、
『
六
鉛
』
等
の
伝
世
文
献
の

一
部
に
断
片
的
な
記
載
が
見
え
る
ほ
か
、
馬
王
堆
吊
書
『
五
占
星
』

『
天
文
気
象
雑
占
』
等
に
も
関
連
す
る
記
述
が
見
え
る
。
し
か
し
、

『
漢
書
』
芸
文
志
に
記
録
さ
れ
て
い
る
兵
陰
陽
家
の
著
作
は
早
く

に
侠
し
た
た
め
、
そ
の
具
体
的
な
用
兵
法
に
つ
い
て
は
不
明
な
点

が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
『
蓋
麿
』
に
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
の
兵

陰
陽
家
の
説
明
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、
兵
陰

陽
家
の
思
想
を
考
究
す
る
上
で
非
常
に
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
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